
内湾再生産機構基礎調査

山田 智・鵜嵜直文・海幸丸乗組員・中村元彦

キーワード；カタクチイワシ，産卵調査

目 的

伊勢湾及びその周辺海域は，本県にとってカタクチイ

ワシの主要な産卵場となっている。そこで，この海域の

カタクチイワシ卵の分布調査を行い，シラス漁況の短期

予測の資料とする。

材料及び方法

調査は，図1に示した19定点（伊勢湾15点，三河湾4

点）で，4～11月の各月中または下旬に改良ノルパック

ネット鉛直びきによる卵採集とＣＴＤによる観測を行っ

た。

結 果

(1)カタクチイワシ卵の月別出現状況

平成19年の月別，定点別の卵採集数を表に，平成17～

19年の月別卵採集数を図2に，平成9年～19年の年別採集

数を図3に示した。

平成19年の卵の分布状況（表）を見ると，6月を除い

て過去10年平均と比較して少なめに推移した。6月は津

沖のSt.P6で1,800 個とかなり多く採集され，その周辺

のSt.P7及びSt.P9でも多く分布していた。本年の月別卵

出現状況（図2）を見ると，6月はまとまって採集された

が，その後減少し，平成17,18年と比較して，6月以外は

同じかやや少なかった。卵の年間採集数（図3）は6,758

粒で平年（8,272 粒，平成9～18年の平均）より少なか

った。

(2)海況

伊勢・三河湾の表面水温の平年偏差を図4に示した。4

～8月が低めで推移し，9月以降は高めで推移した。

平成19年は，6月に多数卵が出現したにもかかわらず，

平成18年に続いて夏から秋に内湾でカタクチシラスの漁

獲がほとんどなかった。

図1 カタクチイワシ卵採集調査点

表 カタクチイワシ卵月別出現状況（粒／曳網）

H19． 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 30 0 0 0 0 32
5 80 12 17 3 2 3 6 4 10 28 10 25 24 1 21 0 82 1 0 329
6 19 2 3 1800 546 8 833 101 21 33 461 118 130 9 110 2 2 24 5 4227
7 104 2 88 10 30 99 146 84 209 31 5 88 84 192 3 42 1 6 1224
8 16 87 37 1 6 7 0 20 20 6 297 101 22 6 5 2 4 1 0 638
9 13 19 10 6 67 6 0 5 0 16 1 1 1 2 0 0 0 0 3 150

10 7 1 3 0 10 1 36 8 1 1 0 0 3 9 1 0 0 5 0 86
11 7 26 4 1 9 6 1 1 7 2 3 2 1 0 1 1 0 0 0 72

246 149 162 1821 670 130 876 285 143 295 805 252 269 111 360 8 130 32 14 6758合計

P-30 合計P-17P-27P-28P-29P-13P-14P-15P-16P-9 P-10 P-11P-12P-5 P-6 P-7 P-8月
Ｓｔ

P-3 P-4
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図2 カタクチイワシ卵月別採集数

図3 カタクチイワシ卵年間採集数（点線は平成9～18年平均）

図4 平成19年の伊勢・三河湾表面水温の平年（過去10年 平成9～18年の平均）偏差
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有用貝類試験びき調査

渡辺利長・岡田秋芳・他海幸丸乗組員

キーワード；アサリ，バカガイ，トリガイ，試験びき

目 的

有用貝類資源の試験びき調査を行い，資源及び漁場の

有効利用を指導する。

材料及び方法

調査期間 平成19年4月～20年3月

使用漁具 手操第三種貝けた網及び水流噴射式けた網

調査場所 共86号漁場（西三河･衣崎･吉田･各漁協共

有）及び一色沖，共88号漁場（吉良沖），

共102号漁場（東幡豆沖），共121号漁場

（西浦沖）の 20ヵ所（図）

結果及び考察

(1)アサリ

調査の結果を表に示した。共86号漁場では漁獲物の

平均殻長が30.9～37.7 mm で，年間を通じて30 mm 以

上であった。生息密度，サイズとも良好な状態にあった

が，小型の貝については，よく選別して再放流を徹底し，

資源を有効に利用するよう指導した。

(2)バカガイ

6月，9月（重量・殻長等は未測定），3月の調査時に混

獲され平均殻長は50.2～56.2 mm あったが，生息密度

は低かった。

(3)トリガイ

6月の調査時に120個，3月の調査時に10個（重量・殻長

等は未測定）混獲された。

2月の合同試験びき調査では，幡豆地先の平均殻長が

33.3～39.1 mm，西浦地先の平均殻長が35.2～43.9

mm，一色地先は1個で63.7 mm であった。西浦地先の1

地点を除き，各調査地点ともに生息密度は低かった。

(4)その他の混獲物

6月の調査時にツメタガイ27個，サルボウ2個，アカニ

シ7個，9月の調査時にツメタガイ30個，サルボウ20個，

アカニシ2個，12月の調査時にツメタガイ7個，2月の調査

時にヒトデ少数（未計数），3月の調査時にツメタガイ4

個が混獲された。

図 有用貝類試験びき調査位置図
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表 有用貝類試験びき調査実績一覧表

調 査 調 査 調 査 ひ き 網 総個体数 総 重 量 生息密度 殻 長 範 囲 平均殻長
年 月 日 地 先 地 点 面積（㎡) （個） （ｇ） （個/㎡） （mm） （mm）

ア サ リ

19年 6月 1日 共86号 St-1 210.9 11,888 96,292.8 56.4 28.4～43.4 33.9
St-2 241.1 15,840 101,376.0 65.7 20.3～39.4 30.9
St-3 201.5 9,768 65,445.6 48.5 23.0～43.6 31.9

19年 9月 7日 共86号 St-1 436.9 8,784 100,156.8 20.1 28.3～45.1 37.2
St-2 492.3 3,936 40,483.2 8.0 27.2～43.4 35.9

19年12月 5日 共86号 St-1 281.3 23,760 280,368.0 84.5 29.4～45.3 37.7
St-2 232.0 30,800 280,280.0 132.8 29.7～42.9 34.7

20年 3月 6日 共86号 St-1 318.7 24,200 193,600.0 75.9 27.5～39.3 33.5
St-3 330.9 12,702 114,318.0 38.4 29.3～43.1 34.3

バ カ ガ イ

19年 6月 1日 共86号 St-1 210.9 62 1,624.4 0.3 42.7～68.6 53.2
St-2 241.1 167 4,759.5 0.7 46.9～61.3 54.1
St-3 201.5 14 446.6 0.1 44.2～71.0 56.2

20年 3月 6日 共86号 St-2 340.9 199 4,358.1 0.6 43.8～58.5 50.2

ト リ ガ イ

19年 6月 1日 共86号 St-1 210.9 59 2,737.6 27.98 49.6～68.2 60.8
St-2 241.1 53 2,305.5 21.98 32.1 66.6 57.2
St-3 201.5 8 345.6 3.97 52.3～68.2 59.8

20年 2月22日 幡 豆 St-1 2,500.0 3 39.4 0.12 33.1～43.1 39.1
St-2 2,250.0 10 68.1 0.44 27.3～44.8 33.3
St-3 2,700.0 18 205.6 0.67 25.8～46.0 39.0

一 色 St-1 2,700.0 1 38.4 0.04 63.7 63.7
St-2 1,646.3 0 ------- ------ ------- ------
St-3 1,350.0 0 ------- ------ ------- ------
St-4 1,446.4 0 ------- ------ ------- ------

西 浦 St-1 2,327.6 75 1,062.8 3.22 34.7～51.4 43.8
St-2 2,596.2 7 54.0 0.27 28.6～40.8 35.2
St-3 2,812.5 5 80.8 0.18 39.0～46.8 43.9

※ トリガイの生息密度は100㎡当たりの個体数
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（２）漁況海況予報調査

鵜嵜直文・山田智・中村元彦

澤田知希・海幸丸乗組員

キーワード；沿岸定線観測，黒潮流路，水温変動

目 的

沿岸沖合漁業に関する漁況，海況の調査研究及び資源

調査の結果に基づいて漁況予報を作成すること，並びに

漁海況情報を迅速に収集，処理，通報することにより漁

業資源の合理的利用と操業の効率化を進め，漁業経営の

安定化を図る。

材料及び方法

漁業調査船海幸丸（75 トン）により，毎月上旬に 1

回，図に示す沿岸定線観測を実施した。観測は 0 ～ 800

m 国際標準層で水温，塩分をＣＴＤにより測定し，Ｃ

ＴＤのデータチェックを電気水温計，サリノメーターに

より実施した。さらに，水色，透明度の観測，改良ノル

パックネットによる卵稚仔・プランクトンの採集，一般

気象観測及びドップラー流速計による連続観測を行った。

結 果

観測結果から得られた渥美外海域における水温の平年

偏差を表 1 に，また，観測及び衛星情報等から確認され

た海況の経過と黒潮流型を表 2 に示す。3 月の観測は，

調査船海幸丸が定期検査による入渠のため，欠測となっ

た。

なお，結果の詳細については「平成 19 年度漁況海況

予報事業結果報告書」に記載した。

図 沿岸定線観測調査点

（A5 ～ A8 については 4，2，3 月のみ実施）

表 1 平成 19 年度渥美外海域水温の平年偏差

（注）偏差の目安は次のとおり

＋＋＋ 極めて高め（＋ 2.5 ℃～），＋＋ 高め（＋ 1.5 ～＋ 2.4 ℃），＋ やや高め（＋ 0.5 ～＋ 1.4 ℃）

＋－ 平年並（0 ～＋ 0.4 ℃），－＋ 平年並（－ 0.4 ～ 0 ℃），－ やや低め （－ 1.4 ～－ 0.5 ℃）

－－ 低め（－ 2.4 ～－ 1.5 ℃），－－－ 極めて低め（～－ 2.5 ℃）

０ｍ - ～ + - - ～ + - - ～ + + + - ～ + - - - - ～ + - ～ +
５０ｍ - + ～ + + - ～ + - ～ + + - ～ + - - ～ + - ～ + + +

１００ｍ - + ～ + + - + ～ + + + + - ～ + + - ～ + - ～ + - - ～ + +
２００ｍ + - ～ + + - + ～ + + + - ～ + + - ～ - + - + ～ + - - ～ + -

０ｍ - ～ + + + - ～ + - - ～ + - - - ～ + - - - ～ +
５０ｍ - ～ + + + - ～ + + - ～ - + - ～ + - - - ～ + -

１００ｍ - ～ + + + - ～ + + - - - ～ + - ～ + - ～ + -
２００ｍ - ～ + - + ～ + - - ～ - - ～ + - - + ～ + +

９４ ５ ６ ７ ８月

月 １０ １１

平
年
年
差

欠測
２ ３

平
年
年
差

１２ １
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表 2 平成 19 年度渥美外海海況の経過と黒潮流型

月 流型 海　　　　　　　　況 月 流型 海　　　　　　　　況

Ｎ

　黒潮は，引き続き期間を通じてほぼＮ型で推移した。
その間，上旬には渥美外海の沖合に，下旬には沿岸に達
するような黒潮系暖水の流入が発生した。この影響で，
上旬には沖合の一部海域で，下旬には沿岸から沖合にか
けて，一時的に水温の上昇がみられた。しかし，渥美外
海全体では，2月下旬からの低温傾向が継続し，水温は
平年に比べてやや低めの海域が多かった。

8

Ｂ
　
　
Ｃ

9 Ｃ

　黒潮は，期間を通じてＣ型で推移したが，下旬になっ
て直進傾向が強まった。熊野灘～遠州灘の沖合に，8月
下旬以降，勢力の強い暖水塊が停滞し続けたため，渥美
外海では，9月の水温が高めになるとともに，沿岸では
概ね東向きの流れが生じていたと思われる。9月末にな
ると，暖水塊の勢力も弱まりをみせ，遠州灘では東の御
前崎方面から冷水域が広がった。

3

　黒潮は上旬は引き続きＢ型流路をとっていたが，中旬
になると徐々に蛇行部を拡大させ，八丈島の南を通過す
るＣ型へと変化した。その間，渥美外海の沿岸部では，
記録的な猛暑の影響を受けて水温もやや高めとなった。
また，沖合域でも，黒潮流型がＣ型となった中旬頃に，
熊野灘方面から東向きに28～29℃台の暖水が流入し，水
温が上昇した。下旬には，黒潮流型は蛇行のやや大きい
Ｃ型が維持され，水温は全般に平年よりやや高めとなっ
た。

2

Ｃ

　黒潮は，Ｃ型が持続したが，中旬以降蛇行は徐々に縮
小し，下旬には直進傾向が強まった。渥美外海の水温
は，12月上旬には，一時的に黒潮系暖水の北向きの流入
がみられるなどしたため，沖合を中心にやや高めとなっ
たが，その後は強い暖水の流入はみられず，中旬以降概
ね平年並み～やや低めとなった。

Ｃ

　黒潮は，中旬以降再び伊豆半島沖で蛇行が拡大し，概
ねＣ型で流れていた。渥美外海では，1月の中旬に沖合
で黒潮の蛇行部から西向きの暖水流入により，一時的に
水温が高まったもようであるが，沿岸部では概ね平年並
みで推移していた。

Ｎ

　黒潮は，2月に入ってからは直進傾向を強め，期間を
通じてほぼＮ型で流れた。この間，黒潮系暖水の流入は
沖合に限られ，水温の低下が進んだ。この低温傾向は下
旬になるに従って強まり，水温は2月の初旬まで平年並
の海域が多くなっていたが，中旬以降は平年よりやや低
めで推移した。

7
Ｎ
　
Ｂ

　黒潮は，中旬までは直進型が継続し，その間，渥美外
海では目立った暖水の流入はなく，9～10日の観測でも
平年並み～やや低めの水温となっていた。その後，黒潮
は徐々に遠州灘沖で南に蛇行しはじめ，下旬には小規模
ながらもＢ型流路となり，渥美外海へは伊豆半島方面か
ら西向きに暖水が流入するようになり，水温は全般には
平年並み～やや高めとなった。

1

6

Ｃ
　
　
Ｎ

　黒潮は，南西海域から小蛇行が東進したことにより，
中旬までＣ型ではあるものの不安定な流型で推移した。
上旬に小蛇行の東端が潮岬を通過し，熊野灘沿いに暖水
が流入したが，渥美外海の水温は平年並みが維持され
た。中旬になり小蛇行の東端が御前崎沖に達すると，渥
美外海には西向きに暖水が強く流入し，沖合を中心に水
温は高めとなった。下旬には，八丈島の南に張り出した
蛇行部が切り離されて，黒潮流路は直進型となり，暖水
の流入も弱まった。

12

　黒潮は，蛇行の南下が多少弱まるとともに，中旬以降
は内側域が東部にやや拡大して，典型的なＣ型に近づい
た。渥美外海沖合では，上～中旬は伊豆半島，熊野灘の
東西両方面からの暖水流入が続き，水温が上昇したが，
下旬には東からの流入は弱まった。この間，期間を通じ
て渥美外海では暖水は主に沖合で流入し，水温は順調に
昇温しながら，ほぼ「平年並み」で推移した。

11

　黒潮は，期間を通して蛇行の大きなＣ型で経過した。
これより，黒潮系暖水の流入は，八丈島付近から西向き
に差し込む沖合での流入が主となり，渥美外海へは，流
入した暖水が穏やかに波及してきたものの，直接的な流
入はみられず，水温はほぼ「平年並み」で推移した。

104 Ｃ

5 Ｃ

Ｃ
　
Ｎ

　黒潮は，上～中旬は引き続きＣ型で推移し，下旬にな
ると房総半島沖で急激に接岸傾向が強まるとともに，黒
潮の流型はＮ型へと変化した。熊野灘～遠州灘の沖合に
は， 引き続き暖水塊の停滞が続き，渥美外海では上～
中旬も，その影響で水温は高めとなった。その後，下旬
の流型変化とともに，暖水塊は消滅し，伊豆諸島方面か
ら西向きの暖水流入が強まった。しかし，暖水は駿河湾
や遠州灘の沖合には差し込んだものの，渥美外海の沿岸
部には目立った影響を及ぼさず，下旬の渥美外海は平年
並み～やや高めの海水に広く覆われた。

Ｂ
　
Ｃ

　黒潮は，11月に入り御前崎から伊豆半島の沖合で蛇行
部が拡大し，上旬には一時的にＢ型に，その後，中旬に
は再びＣ型へと変化した。渥美外海では，黒潮が一時的
にＢ型となった上旬には，伊豆諸島方面から西向きの暖
水流入が強まり，沖合を中心に水温も高めとなった。そ
の後，Ｃ型になると暖水の流入は弱まり，平年並み～や
や高めで水温は推移した。
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（３）漁業専管水域内資源調査

浮魚資源調査

鵜嵜直文・山田 智・海幸丸乗組員 

  キーワード；漁業資源調査，浮魚

目  的

 本県沿岸における主要漁獲対象種であるマイワシ，カ

タクチイワシ等の浮魚の資源変動を明らかにするため，

資源動向調査，漁獲状況調査，生物測定調査，産卵量調

査等を実施する。

材料及び方法

 資源動向調査では，各魚種の日別漁獲状況を主要水揚

港について調べた。

 漁獲状況調査では，しらす船びき網 3 統，パッチ網 2

統，いかなご船びき網 3 統について日別の漁場別漁獲状

況を調べた。

 生物測定調査では，マイワシ，カタクチイワシ等につ

いて計 112 体の魚体測定を行った。

 産卵量調査は，海幸丸により毎月行った。卵稚仔及び

プランクトンの採集は，渥美外海の 15 定点（2，3，4

月は 19 定点）で改良ノルパックネットにより行い，主

要魚種及び動物プランクトンについて同定，定量を行っ

た。

なお，結果と考察では魚類の生活年周期を考慮して，

平成 18 年 1～12 月のデータをもとに記述した。

結果及び考察

(1) マイワシ

①卵：渥美外海では平成 19 年 1，2，4，5 月にそれぞ

れ 1，4，40，4 粒採集され，15 点の年間合計値は 49 粒

と昨年(2 粒)に比べるとやや多かった。

②マシラス：平成 19 年の漁獲量は，61.3 t で，マイワ

シの漁獲量が 1 万トンを下回った 1994 年以降では最も

多いマシラス漁獲量であった。

③成魚・未成魚（表 1）：6 月頃から伊勢湾内でカタ

クチイワシとの混獲が目立つようになり，7 月に採取し

たサンプルの平均体長は 10.6 cm であった。8 月頃から

は伊勢・三河湾内でまとまって漁獲されるようになり，

8 月の漁獲量は約 340 t で，近年の 1 ヵ月の漁獲量とし

ては多いものとなった。8 月のサンプルの平均体長は 14.

0 cm，11 月は 15.5 cm であった。平成 19 年の漁獲量は

556 t で前年（前年 551 t）とほぼ同じとなった。

(2) カタクチイワシ

①卵：渥美外海で 3 月から卵が採集されはじめたが，

年間を通じて採集卵数は少なめであった。5 月，6 月の

採集卵数は，それぞれ 539 個，612 個と年間の中では比

較的多めとなったが，いずれも平年を下回っていた。本

年の渥美外海におけるカタクチイワシ卵採集数合計値は

1,507 個で，過去 10 年平均（5,565 個）を下回った。

②カタクチシラス：平成 19 年は初春から渥美外

海の水温が高く， 3 月中から散発的な水揚げが

みられた。その後， 4 月中旬には漁が本格化し，

5 月には漁獲量が 2,000 t を上回るなど,春期は極めて好

漁となった。しかし，その後は内湾で漁場の形成がみら

れないことなどから，夏～秋期は低調な漁模様で推移し

た。最終的に年間の漁獲量は 5,606 t と過去 10 年平均

（4,339 t）の 129 ％，不漁であった前年（3,774 t）の

150 ％となったが，水揚げは春期にかたより，7 月以降

は著しく低調な漁模様で推移したため，関係者の間では

好漁の年であったとの感触はあまりないようであった。

③成魚･未成魚（表 2）：平成 19 年は， 4 月， 5 月

にはイカナゴ漁での混獲，あるいは渥美外海や伊勢湾内

での散発的な漁獲しかみられなかった。しかし，6 月下

旬からはまとまって漁獲されるようになり，7 月，8 月

は月間漁獲量がともに 4,000 t を上回る好漁となった。

最終的に年間の漁獲量は 14,626 t で,過去 10 年平均（12,

501 t）の 117 ％，好漁であった前年（17,915 t）の 82 

％となった。採取したサンプルでは，4 月，5 月にはほ

とんどの魚体が 8 cm 以上の成魚であったが，水揚げが

上昇した 6 月以降は未成魚の割合が高まり，特に 7 月は

平均体長が 8 cm を下回った。その後，9 月以降 12 月ま

で，平均体長は 9 cm 前後で推移した。この間，肥満度

の平均値は，4 月から 6 月までは 10.6 から 9,2 まで徐々

に減少し，7 月からは上昇し 9 月には 11.4 に達した。

その後 10 月からは再び減少して 12 月には 9.3 となった。

生殖腺熟度指数は，4 月，5 月にはそれぞれ 4.1，5.1 で
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あり多くの魚体で生殖腺の発達が観察されたが，6 月以

降は 3 未満で推移した。

なお，結果の詳細については，平成 19 年度漁況海況

予報事業結果報告書に記載した。

表１ マイワシ魚体測定結果

体長組成 （尾）
月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計
cm

3              
4              
5              
6              
7              
8              
9              

10       8      8
11       15      15
12       5 6     11
13       1 19     20
14        29     29
15        31   7  38
16        24   39  63
17        1   7  8
18              
19              
20              
21              

計       29 110   53  192

肥満度 （尾）
月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計

5              
6              
7              
8              
9              

10              
11              
12       21 2   7  30
13       4 2   30  36
14       4 30   15  49
15        48   1  49
16        25     25

>16        3     3
計       29 110   53  192

表２ カタクチイワシ魚体測定結果

体長組成 （尾）
月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計
ｃｍ

3              
4       4      4
5       56  11 25   92
6      23 89  21 33 2 2 170
7    13  45 48  50 28 1 6 191
8    28  45 84 6 64 38 7 35 307
9    58 6 32 85 66 43 44 40 67 441

10    75 24 25 80 132 93 70 41 50 590
11    60 21 119 35 75 102 60 5 36 513
12    6 50 124 15 18 16 2 4 4 239
13     55 77 4 3     139
14     21 10       31
15     3        3

計    240 180 500 500 300 400 300 100 200 2720

肥満度 （尾）
月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計
cm

5              
6              
7     3 1 3     1 8
8    1 3 48 20  1   7 80
9    12 49 206 88 1 7 9  69 441

10    39 87 159 110 24 31 42 22 96 610
11    114 30 46 114 93 109 87 59 22 674
12    59 6 31 45 122 135 87 18 1 504
13    12 1 8 27 52 88 65 1 1 255
14    2   24 7 27 7  3 70
15    1   17 1 2 2   23
16       17      17

>16     1 1 35   1   38
計    240 180 500 500 300 400 300 100 200 2720

生殖腺熟度指数 （尾）
月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計

0    8  90 192 11 58 49 15 6 429
1    1 2 10 19 42 28 38 15 12 167
2    5 3 7 18 15 11 1  7 67
3    10 2 9 16 4 13 2  4 60
4    9 8 29 9 4 5    64
5    18 12 17 15 9 1   1 73
6    15 16 18 11 4 3    67
7    8 9 14 6 1 1    39
8    4 3 15 2      24
9    1 3 4       8

10     1 5       6
11    1  1       2
12      1 2      3
13              
14              
15     1        1

計    80 60 220 290 90 120 90 30 30 1010
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